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熊野神社

十七条城跡

明治天皇小休所

本陣跡
美江寺城跡

美江神社

瑞光寺

布施屋(酒屋)

（学校の敷地内）

小廉紅園
和宮記念公園

延命地蔵

馬場の地蔵
道標も兼ねる”右谷汲道”

代官所跡

美江寺が江戸から
56番目の宿であること
から名ずけられた

文化3年(1806)建立
近江、尾張から人が来て
境内で相撲が行われた
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中山道：河渡宿西ー美江寺宿ー呂久

美江寺観音

美江寺宿 （河渡宿より１里7町）

工事中通行不可

坂下ﾊﾞｽ停右
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呂久の渡場碑

一里塚跡

南北朝時代の始め土岐頼貞の子
舟木三郎頼胤が築城
春日の局の夫・稲葉正成の生まれた城

明治11年（１８７８）北陸と東海
を巡幸の時小休みされた

おずこうえん

呂久 馬渕治郎衛門宅

良縁寺

道標

蓮生寺

木曽、長良、揖斐の三大河川の氾濫を鎮めるべく
伊賀の国から十一面観音をここに移し大伽藍建立
河川が穏やかで美しい流れとなったので美江寺と
命名、天文18年(1549)斎藤道三が大伽藍を井の口
に（岐阜）移す 。
長い間廃寺であったが和田泰吉（また幸右衛門）が
夢の告げにより蔵にあった観音様をお堂を建て
祀ったのが現在の観音様。

天正17年(1589)豊臣秀吉の下知により問屋が
設けられ往還の荷継ぎ業務が行われていた。
江戸時代になり中山道が整備され駅伝業務を
する宿場となった。
町並み5町19間、脇本陣なし、旅篭も少なかった
大雨の時長良川の増水で往還が冠水し宿の条件
は悪かった。
幕末の頃雲助、博徒、無頼漢が横行し物騒な宿と
なったが反面酒場など繁盛し栄えた。
明治21年濃尾大地震で宿は壊滅。

室町後期から戦国時代美濃国守護職
和田氏の本拠 応仁・文明の頃（1460頃）
和田八郎が居を構えたのが美江寺城の創始
和田氏累代ここに住んで土岐氏に従う。
斎藤道三が美濃の実権を握った時、
和田将監高行は土岐氏についたため道三に
攻められ天文11年(1542)9月3日の夜戦の放火
により灰燼となり和田氏敗退。
今中小学校、幼稚園敷地

瑞光寺句碑群
浄土宗西山派、俳句の美濃派獅子門第十九世
道統山本友左坊の菩提寺。

友左坊が近在の俳人の協力を得て松尾芭蕉の
句碑を建てて以来多くの句碑が添建される。
”旅人と我名呼れん初時雨”芭蕉

宝暦7年(1757)本陣兼問屋であった山本家に生
まれ俳人として名を挙げ90歳で没す。

祭神熊野三社大権現

美江寺城跡

本陣
寛文9年(1669)加納藩戸田丹波守光永

の管理、爾後世襲で山本家が管理、
濃尾地震で倒壊、再建、近年取壊し。

によって建設 、問屋山本金兵衛が最初

小廉紅園

文久元年(1861)10月26日10時頃
呂久に到着、大垣藩の用意した船
で呂久川（現揖斐川）を渡る御座船で

仁孝天皇第8皇女和宮は降嫁のため

対岸の楓を眺め
”落ちていく 身と知りながら

もみじ葉の 人なつかしく こがれこそすれ”
と詠まれる。
渡船を記念し昭和4年公園が造られた。

ろく

左 きそ路
右 すのまた宿道

美江寺観音

このあたり松並木があったとか

このあたり松並木があったとか

千手観音

街道筋

美江寺宿小森家、今酒店

当時は陸路


